
 

新しい時代の 

新しい学び 



自由への思い 

 時代の流れは、 

      より多くの人の、より大きな自由 

 

 ただし、 

      自由とは、責任の言い換えでもある 

      他者との良好な関係の継続の中で、自由は育つ 

 

 そして、 

      他者は、かつてない広がりを持っている 

 



「安定」「安泰」とは 
 変化の激しい時代の中で、 
     固定したもの（学歴、所属）にしがみつくことは、高リスク 
 
 もっとも、「安定的」と思われることは、 
     自由な自分を構築すること 
     他人のレールを走るのではなく、自分の道を切り開く 

 
 流れの中で、 
     「堅く守る」のではなく、「しなやかに対応する」 
     ・ 感覚を磨き 
     ・ 力を養い 
     ・ ネットワークを育てておくこと 



これからの社会と人材像 

 １９８０年以降生まれの人たちは、本当に考えた方がいい 

     財政赤字のこと、年金のこと、 

     国際化のこと、企業や国の不祥事のこと。。。 

     （今までの延長ではない） 

 

 新しい時代の人材像 

 向学心、好学心 

 「情報」に踊らされない検証の精神 

 本当のやさしさとは 

• 専門化、たこつぼ化 
• 「情報」依存 
• 偽善、偽悪、傍観 

• 所属⇒参加 
• 所有⇒共有 
• 階層⇒ネットワーク 



何を学び、どう学ぶ？ 

楽しさ、面白さ、見どころ、
世界観、 
他の教科、単元とのつながり、 
世の中とのつながり、 
自分とのつながり、 

ほんとかな？ 
確かめてみよう。 
一般的に言えることと、 
自分に言えること 

どんな気持ちだったのかな 
何を伝えたかったのかな 
自分がその立場だったら？ 

• どこに行っても 
• どんなことでも 
• 誰とでも 
楽しみながら、成長しながら、 
自分の道を切り開いていく能力 

好学心 検証 他者心理 

テストの点が目的、 
受験が目的、 
ひたすらパターン暗記をして、
勉強マシーンになったところ
で、報われない。。。 

 
授業は、勉強を手伝ってくれる 
先生との、『対話』が中心で 
進められます 



勉強とは何か 
 新しい外部のものを 

      自分の中に取り込む手法およびプロセス 

 
 対象（科目や単元など）に関わらず、共通部分が多い 

• 姿勢 
• まずは、書いてあることをよく読むこと 

• 先入観をなくす 

• 理解 
• 全体像の把握と、個別要素の位置関係をつかむ 

• 注意を向ける「目」の細かさを合わせる 

• 言葉の言い換え 

• 構造的解釈 

• 暗記のルール 

• 活用 
• 頭でわかるだけでは不十分 

• 「型」の活用（「型」主導） 

• 全体像と、チェックポイントの整理 

• 基本に戻る、基礎固め 

勉強でも 
運動でも 
何でも一緒 

これからの人生 
壁にぶち当たることなんて、 
何度でもある。 
 
そんな時に、 
パターン暗記は役立たない。 
 
「自分の方法」を 
持っていることが大切 



青山プレップスクールの利用法 

苦手科目克服のために 
総合的な勉強の 

ペースメーカーとして 

受験や資格試験に向けて 困った時のバックアップとして 



苦手科目克服のため 
 個別指導をお勧めいたします 

 
 目標、現状、内容、教材、頻度、進め方、担当など 
  すべて個別対応 
 担当は、塾代表または現役東大生 
 足りないところ、欠けているところを補いながら 

 全体像を俯瞰 
 個別のポイントを押さえる 
 本質的な理解 
 学校の授業の有効活用 

 宿題は適宜 
 できること中心 

 

 徐々に、メールサポートへの移行（自立学習） 



受験・資格試験に向けて 
 個別指導＋メールサポートをお勧めいたします 

 
 目標、現状、内容、教材、頻度、進め方、担当など 

  すべて個別対応 

 担当は、塾代表または現役東大生 

 弱点を補いながら長所を活かす 
 頭の回転が速い 

 丁寧 

 褒められると伸びる・・・ 

 

 自宅学習の不明点は、すぐにメールで質問 

 勉強計画（カレンダー、ＴｏＤｏリスト）の共有 



総合的なペースメーカーとして 

 個別指導＋メールサポートをお勧めいたします 

 
 目標、現状、内容、教材、頻度、進め方、担当など 

  すべて個別対応 

 頻度は、なるべく尐なく 

 担当は、塾代表または現役東大生 

 弱点を補いながら長所を活かす 

 自宅学習の不明点は、すぐにメールで質問 

 勉強計画（カレンダー、ＴｏＤｏリスト）の共有 

 

 徐々に、メールサポートのみへ移行 



バックアップとして 

 メールサポートをお勧めいたします 

 

 教科、回数、再質問は、いくらでも 

 自宅学習の不明点は、すぐにメールで質問 

 勉強計画（カレンダー、ＴｏＤｏリスト）の共有 

 学習のアドバイスや、楽しい勉強関連ネタ 

 

 必要の応じて、個別指導も可 



個別指導 
 ５０分 １コマ 

 教科、教材、頻度、１回のコマ数は自由選択 

 授業レポート（毎回、個別） 

 特別授業への優先参加 

 

 予定の確定は、基本的に１週間前 

 遅刻はダメ 

 延長方針の事前確認 



メールサポート 
 わからない問題があったら、写真に撮ってすぐメール 

 

 １ヶ月 チケット２コマ分 

 教科、教材、頻度、不問 

 

 ２４時間以内に返信（今のところほとんど当日中ですが） 

 



料金表 

 わからない問題があったら、写真に撮ってすぐメール 

 

 １ヶ月 チケット２コマ分 

 教科、教材、頻度、不問 

 

 ２４時間以内に返信（今のところほとんど当日中ですが） 

 

 全科目共通チケット制＋入塾料（これ以外の費用は、発生いたしません） 
  入塾料： ２１，５００円   （ご家族２人目からは、５，２５０円） 

チケット 
枚数 

～小学２年 小学３４年 小学３４年
（受験） 

小学５６年 小学５６年
（受験） 

４枚 10,000 11,000 12,500 12,500 14,500 

８枚 19,000 22,000 25,000 25,000 29,000 

１６枚 37,000 43,000 49,000 49,000 56,000 

２４枚 55,000 63,000 72,000 72,000 81,000 

中学生 中３ 
内部 

中３ 
受験 

高校生 高３ 
内部 

高３ 
受験 

以外 

４枚 13,500 14,500 16,000 14,500 14,500 17,500 

応相談 
８枚 27,000 29,000 31,500 29,000 29,000 35,500 

１６枚 53,000 58,000 62,000 58,500 58,500 67,500 

２４枚 79,500 85,500 91,500 86,000 86,000 101,000 

 退塾時、ご返金いたします （若干の手数料を頂戴させていただく場合がございます） 



プロフィール 

外苑前駅 ３番出口 徒歩２分 
 
神宮球場方面へ 
１本目の小道（熊野通り）を左折 
（イノセ酒店が目印） 
 
１００歩ほど 
ナチュラルローソンを過ぎて右手 

 
 塾名： 青山プレップスクール 
               （法人名： ゆかしネットワークス合同会社） 

 住所： １０７－００６１ 

      東京都港区北青山２－１０－２０ 
 電話： ０３－３４７８－７１９９ 

 ＦＡＸ：０３－６６６２－７３４４ 

 ＨＰ： http://www.yukasi-school.jp/ 

 最寄駅：東京メトロ銀座線 外苑前 

 
 生徒数：約８０名（定員８０名程度） 
 講師数：約１０名 

 
 
 

外苑前駅 

青山通り（２４６） 

代表：井上 泰輔 

 

１９７１年 生まれ 

１９９０年 金沢大学教育学部 

      付属高等学校卒業 

１９９０年 慶応義塾大学理工学部入学 

１９９４年 同校同学部 管理工学科卒業 

１９９４年 日本オラクル㈱入社 

１９９７年 フューチャーアーキテクト㈱ 

      入社 

２００１年 司法試験受験 

２００１年 プロバインズ㈱ 設立 

２００７年 ゆかしネットワークス設立 

２００７年 青山プレップスクール開校 

 

 

まだまだ先のことだと思っていると 

思いますが、社会って思っているより 

複雑で、深くて、おもしろいです。 

 

立派な社会人として、能力を十分に発揮し、 

個人としての充実だけでなく、社会にも 

貢献する人になってください。 

その答えは、自分を磨き、また深く掘ることで 

見つけ出せるはずです。 

http://www.yukasi-school.jp/
http://www.yukasi-school.jp/
http://www.yukasi-school.jp/


３つのバランス 「バランス」 
  やりたいことだけやっていても、 
  感情に流されがちで、 
  周りからの信頼が得られず、 
  広がりも生まれない。 
 
  できることしかしなくても、 
  自分を広げられない。 
 
  やらなければならないことだけ 
  やっていても、楽しくない。 
  楽しくなければ続かない。 

やりたいこと 

やらなけ
ればなら
ないこと 

できること 

「ベクトル」 
  できることが期待を生んで、 
  やらなければならないことになる 
 
  できることが、やりたいことにつながる 
 
  やらなければならないことを、 
  できることにする 
 
  やりたいことを、やらなければ 
  ならないことに変えていく 
 
  大きくいきなり変えるのではなく、 
  日常の小さなベクトルの向きを 
  丁寧に揃えていく 


